
小
山
田
真

小
原
味

小
陽
桃

小
条
五

小
和
聖

小
江
大

小
魂
生

小
寺
王
天

中
寺
王
天

中
丘
陽
夕

中
津
高

小
山
田
真

小
原
味

小
陽
桃

小
条
五

小
和
聖

小
江
大

小
魂
生

小
寺
王
天

中
寺
王
天

中
丘
陽
夕

中
津
高

所 在 地

電話番号

校 長 名

【学校の概要】

詳しくは本校ホームページをご覧ください。

※詳しくは学校ホームページをご参照ください。

【学校説明会・見学会日程】

天王寺区　夕陽丘中学校

大阪市天王寺区小宮町６番28号
06－6772－3331
http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=j592241
神田　敏生

夕陽丘中学校

●体育系
野球（男女）・サッカー（男女）・陸上競技（男女）・ソフトテニス（女）・
バレーボール（女）・バスケットボール（男女）・バドミントン（男女）

●文化系
書道・美術・科学・合唱・園芸・演劇（すべて男女）

学年 生徒数 学級数 特別支援学級数
１ 176 ５

５
２ 205 ５
３ 206 ５
計 587 15

４月 入学式、始業式、家庭訪問

５月 修学旅行（３年）

６月 一泊移住（１年）、クリーンアップ大作戦、
校外学習（２年）

７月 学期末懇談、終業式

８月 始業式

９月 芸術鑑賞

10月 文化祭、音楽コンクール、

11月 体育大会、職場体験（２年）、
進路懇談（３年）

12月 進路懇談（３年）、学期末懇談（１・２年）、
終業式

１月 始業式、新入生保護者説明会

２月 進路懇談（３年）

３月 卒業式、修了式

【卒業後の主な進路等】

【学校の沿革】

【夕陽丘のキーワード】感動と心：「生徒の感動は教職員の感動、教職員のやる気は生徒のやる気」として、日々の教育活動に励んでいる。
【学校運営の重点】「生きる力」を育む感動ある教育活動を推進し、思いやりあふれる学校をめざす。
【努　力　目　標】何事も「心」をこめて行動しよう。

①気持ちよくあいさつのできる生徒。②心をこめて人の話を聞ける生徒。③ルールやマナーを守る生徒。
④自らすすんで掃除をする生徒。

【本校の三本柱】　すべての子どもたちに自己効力感を！

【授業改善の主題】
読解力を中心とした思考力・判断力・表現力等の育成を意識した授業デザイン

【特色ある教育活動】
 日本文化体験学習　
○地域の皆さんを講師に招き、１年生が10種程度の講座の日本文化体験学習を行う。
○講座例として、『和琴、日本舞踊、日本画、民謡、茶道、漫画、折り紙、川柳、将棋』など。

 その他
○生徒会ボランティア清掃
○１年福祉体験学習
○２年職場体験学習
○クリーンアップ大作戦　
○文化祭　

、し露披を曲唱合がスラク各、はルークンコ楽音るけおに祭化文 　
最優秀賞をめざして、がんばる生徒が一番熱くなる学校行事です。
　毎年、各クラスでは様々なドラマが繰り広げられています。

【安全・安心な教育の推進】

【学びを支える教育環境の充実】

学校園の年度目標

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
学校園の年度目標

学校園の年度目標

卒業者数　　Ｒ４　177人、Ｒ５　184人、Ｒ６　164人

◆学校説明会

◆学校見学会

【自校の取り組みの成果と課題、アクションプラン】
【R6 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果】

（令和７年５月１日現在）

【自校の取り組みの成果と課題、アクションプラン】
【R6 全国学力・学習状況調査の結果】

（令和７年度）【主な学校行事】

（令和７年５月１日現在）【生徒数】

ピア・サポート活動
－互いに支え合い、向上し合う集団づくり－

思考力・判断力・表現力をつける授業改善 夕陽丘中学校元気アップ地域本部
－地域と関わりあい、支えあう学校づくり－

③地域連携②授業力の向上①集団育成

【部活動】

クリーンアップ大作戦 日本文化体験

音楽コンクール（クレオ大阪中央） 体育大会（ヤンマーフィールド長居） 

〈特色ある教育活動の様子〉

（令和５年度より新標準服）

昭和22年 ４月21日　大阪市立天王寺第二中学校と称し、６学級で開校する。
昭和24年 ５月 １日　大阪市立高津中学校と校名変更する。
昭和27年 ３月31日　大阪市立夕陽丘中学校と校名変更する。
平成29年10月28日　創立70周年記念式典を挙行する。

９月22日（月）　15：30～16：00
10月11日（土）　10：00～10：30

９月22日（月）　14：25～15：15
９月29日（月）　10：35～11：20

［国語］ 
　平均正答率では全国平均と比較して 6.9 ポイント上回り、市平均を９ポイン
ト上回った。学習指導要領の内容では、「我が国の言語文化に関する事項」のみ、
全国平均を下回ったが、その他のすべての内容において全国平均を上回った。
下回った項目においては指導を充実させる必要がある。平均無解答率は 2.3％
で、全国平均、市平均ともに下回っている。

［数学］
　平均正答率では全国平均と比較して15.5 ポイント、市平均を17 ポイント上
回った。また、「学習指導要領の領域」、「評価の観点」、「問題形式」全てにおいて
全国平均、市平均ともに上回っており、着実な学力の定着が見られる。現状に
満足せず、さらなる高みを目指して、充実した教育活動を続けていきたい。平均
無解答率は 5.9％で、全国平均、市平均ともに下回っている。
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【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】
・体育の時間に、毎回補強運動を行うことで、基礎的な運動能力の向上につな
がってきている。今後も継続して実施していきたい。
・非常に狭いグラウンドに対し、比較的多い生徒数であるにもかかわらず、生
徒たちは工夫し、また意識しながら体育活動を行うことで、よい結果を得る
ことができた。
・体力テストでは、男子では長座体前屈、女子では、握力、ハンドボール投げで
全国平均を下回っているので、保健体育の時間を中心に改善をはかっていき
たい。

【国公立】　阿倍野 (６)、生野 (16)、生野工業、和泉、市岡、今宮工科、桜和 (４)、大阪教育センター附属、大阪ビジネスフロンティア(14)、大手前
(15)、北野 (５)、大阪教育大附属天王寺、久米田、工芸、高津 (15)、港南造形、咲くやこの花 (３)、桜宮 (３)、四條畷、清水谷 (19)、水都国際 (３)、
住吉 (10)、成城 (４)、千里、大正白稜、たまがわ高等支援、中央、天王寺 (20)、農芸 (３)、花園 (５)、汎愛 (４)、阪南、東住吉 (５)、東住吉総合、布
施 (14)、布施北、布施工科、港 (５)、箕面、三国丘(３)、都島工業 (５)、桃谷、八尾、八尾翠翔、山本、夕陽丘(23)、和歌山県立串本古座
【私立】　青森山田、飛鳥未来、あべの翔学 (３)、ＥＣＣコンピュータ専門学校、上宮 (13)、英風高等学校、NHK学園、追手門学院大手前 (３)、
大阪 (４)、大阪偕星学園 (５)、大阪学院大学 (３)、大阪学芸 (９)、大阪薫英女学院、大阪産業大学附属、大阪商業大学 (７)、大阪商業大学堺、
大阪女学院 (４)、大阪成蹊女子 (３)、大阪体育大学浪商 (６)、大阪つくば開成 (３)、大阪桐蔭、大阪美容専門学校、大阪 YMCA 国際専門学
校、大阪夕陽丘学園 (21)、大阪立命館【初芝立命館】(４)、大阪緑涼、おおぞら、大谷、角川ドワンゴ学園Ｎ、関西大学第一 (３)、関西大学北陽、
関西福祉科学大学、近畿大学附属 (14)、金蘭会、クラーク、建国、賢明学院、香里ヌヴェール (３)、興國 (33)、金光藤蔭、金光八尾、堺リベラル、
四條畷学園、四天王寺 (３)、四天王寺東、常翔学園 (４)、常翔啓光学園、城南学園、昇陽、清風 (６)、清風南海、清明学院、ゼロ高等学院、大商学
園、天理、東海大学付属大阪仰星 (４)、同志社香里、同志社国際、東朋高等専修学校、浪速 (７)、奈良大学附属、西大和学園、日本航空、梅花、
初芝橋本、阪南大学 (３)、東大阪大学敬愛、プール学院 (７)、豊翔高等学院、三重、明浄学院 (４)、明星 (７)、桃山学院 (14)、八洲学園、立命館、
ルネサンス大阪 (３)、YMCA 学院 (４)

平均正答率 国語 数学
学　　校 65 68

○令和７年度の校内調査の「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割合を85%
以上にする。　　　　　　　　

○毎年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を、毎年前年度より減少させる。
○令和７年度の校内調査の「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、肯定的に回答する生徒の割合を現状維持に努める。　　　　　　　　
○令和７年度の校内調査の「大地震などが起こったときに、どのように行動するか考えている。」の項目について、肯定的に回答する生徒の割合を80%以上にする。
○令和７年度の校内調査の「スマホの危険性を理解し、適切な使い方ができている」の項目について、肯定的な回答の割合を80％以上にする。
○令和７年度の校内調査の「自分にはよいところがあると思いますか」の項目について、肯定的に回答する生徒の割合を、80%以上にする。　　　　　　　
○令和７年度の校内調査の「清掃活動は積極的に取り組んでいる」の項目について、肯定的な回答の割合を90%以上にする。　　
○令和７年度の校内調査の「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について、肯定的に回答する生徒の割合を前年度より増加させる。
○令和７年度の校内調査の「誰もが安全・安心に取り組むことができ、感動・感激する学校行事がある」の項目について、肯定的な回答の割合を90%以上にする。
○令和7年度、学期に1回は、特別支援教育に関する研修を実施し、事後のアンケートで「特別支援教育に関する知識が増え、今後の自身の教育活動により良
い影響を与えたいと思う」の項目について、肯定的な回答の割合を75%以上にする。

○令和７年度の校内調査の「学校の友達との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の項目について、最も肯定的
に回答する生徒の割合を58%以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○令和７年度の大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学3年生の割合（4技能）を、70%以上にする。
○令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の体力合計点の対全国比を男女ともに前年度より1ポイント向上させる。
○令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」の項目について、肯定的に答える
生徒の割合を前年度以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○規則正しい生活を身に付けている生徒の割合（全国学力・学習状況調査の「朝食を毎日食べていますか」、「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」それぞ
れに対して、肯定的な回答をする生徒の割合の平均）を、令和７年度調査において、90%以上にする。

○令和７年度の全国学力・学習状況調査の「１、２年生のときに受けた授業で、コンピュータなどのICT機器をどの程度使用しましたか」の項目について、「ほぼ
毎日」と答える児童生徒の割合を、20％にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○授業日において、生徒の8割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の50%以上にする。（学校行事等ICT活用が適さない日数を除く）
○令和７年度の校内調査の「学習者用端末などのICT機器を活用することにより、学習に対する興味・関心が高まった」の項目について、肯定的な回答する生
徒の割合を、85％以上にする。

○令和７年度の毎月の「教員の一人当たり平均時間外勤務時間」を令和6年12月の「45時間7分」よりも減少させる。
○令和７年度の学校図書館の１日の平均来館者数（授業を除く）を昨年度より増加させる。
○令和７年度の校内調査の「学校の内外を含め、地域の方と共に行事に参加している。」の肯定的な回答する生徒の割合を、52％以上にする。
○令和7年度末に年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を90%にする。
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【学校の概要】

詳しくは本校ホームページをご覧ください。

※詳しくは学校ホームページをご参照ください。

【学校説明会・見学会日程】

天王寺区　夕陽丘中学校

大阪市天王寺区小宮町６番28号
06－6772－3331
http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=j592241
神田　敏生

夕陽丘中学校

●体育系
野球（男女）・サッカー（男女）・陸上競技（男女）・ソフトテニス（女）・
バレーボール（女）・バスケットボール（男女）・バドミントン（男女）

●文化系
書道・美術・科学・合唱・園芸・演劇（すべて男女）

学年 生徒数 学級数 特別支援学級数
１ 176 ５

５
２ 205 ５
３ 206 ５
計 587 15

４月 入学式、始業式、家庭訪問

５月 修学旅行（３年）

６月 一泊移住（１年）、クリーンアップ大作戦、
校外学習（２年）

７月 学期末懇談、終業式

８月 始業式

９月 芸術鑑賞

10月 文化祭、音楽コンクール、

11月 体育大会、職場体験（２年）、
進路懇談（３年）

12月 進路懇談（３年）、学期末懇談（１・２年）、
終業式

１月 始業式、新入生保護者説明会

２月 進路懇談（３年）

３月 卒業式、修了式

【卒業後の主な進路等】

【学校の沿革】

【夕陽丘のキーワード】感動と心：「生徒の感動は教職員の感動、教職員のやる気は生徒のやる気」として、日々の教育活動に励んでいる。
【学校運営の重点】「生きる力」を育む感動ある教育活動を推進し、思いやりあふれる学校をめざす。
【努　力　目　標】何事も「心」をこめて行動しよう。

①気持ちよくあいさつのできる生徒。②心をこめて人の話を聞ける生徒。③ルールやマナーを守る生徒。
④自らすすんで掃除をする生徒。

【本校の三本柱】　すべての子どもたちに自己効力感を！

【授業改善の主題】
読解力を中心とした思考力・判断力・表現力等の育成を意識した授業デザイン

【特色ある教育活動】
 日本文化体験学習　
○地域の皆さんを講師に招き、１年生が10種程度の講座の日本文化体験学習を行う。
○講座例として、『和琴、日本舞踊、日本画、民謡、茶道、漫画、折り紙、川柳、将棋』など。

 その他
○生徒会ボランティア清掃
○１年福祉体験学習
○２年職場体験学習
○クリーンアップ大作戦　
○文化祭　

、し露披を曲唱合がスラク各、はルークンコ楽音るけおに祭化文 　
最優秀賞をめざして、がんばる生徒が一番熱くなる学校行事です。
　毎年、各クラスでは様々なドラマが繰り広げられています。

【安全・安心な教育の推進】

【学びを支える教育環境の充実】

学校園の年度目標

【未来を切り拓く学力・体力の向上】
学校園の年度目標

学校園の年度目標

卒業者数　　Ｒ４　177人、Ｒ５　184人、Ｒ６　164人

◆学校説明会

◆学校見学会

【自校の取り組みの成果と課題、アクションプラン】
【R6 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果】

（令和７年５月１日現在）

【自校の取り組みの成果と課題、アクションプラン】
【R6 全国学力・学習状況調査の結果】

（令和７年度）【主な学校行事】

（令和７年５月１日現在）【生徒数】

ピア・サポート活動
－互いに支え合い、向上し合う集団づくり－

思考力・判断力・表現力をつける授業改善 夕陽丘中学校元気アップ地域本部
－地域と関わりあい、支えあう学校づくり－

③地域連携②授業力の向上①集団育成

【部活動】

クリーンアップ大作戦 日本文化体験

音楽コンクール（クレオ大阪中央） 体育大会（ヤンマーフィールド長居） 

〈特色ある教育活動の様子〉

（令和５年度より新標準服）

昭和22年 ４月21日　大阪市立天王寺第二中学校と称し、６学級で開校する。
昭和24年 ５月 １日　大阪市立高津中学校と校名変更する。
昭和27年 ３月31日　大阪市立夕陽丘中学校と校名変更する。
平成29年10月28日　創立70周年記念式典を挙行する。

９月22日（月）　15：30～16：00
10月11日（土）　10：00～10：30

９月22日（月）　14：25～15：15
９月29日（月）　10：35～11：20

［国語］ 
　平均正答率では全国平均と比較して 6.9 ポイント上回り、市平均を９ポイン
ト上回った。学習指導要領の内容では、「我が国の言語文化に関する事項」のみ、
全国平均を下回ったが、その他のすべての内容において全国平均を上回った。
下回った項目においては指導を充実させる必要がある。平均無解答率は 2.3％
で、全国平均、市平均ともに下回っている。

［数学］
　平均正答率では全国平均と比較して15.5 ポイント、市平均を17 ポイント上
回った。また、「学習指導要領の領域」、「評価の観点」、「問題形式」全てにおいて
全国平均、市平均ともに上回っており、着実な学力の定着が見られる。現状に
満足せず、さらなる高みを目指して、充実した教育活動を続けていきたい。平均
無解答率は 5.9％で、全国平均、市平均ともに下回っている。

平均値 握力 上体
起こし

長座
体前屈

反復
横とび

20m
ｼｬﾄﾙﾗﾝ 50m走 立ち

幅とび
ボール
投げ 合計点

男子
女子

29.73 
24.10 

27.70
22.98

41.14
46.31

52.92
47.22

80.31
54.44

7.94
8.99

201.6
167.7

21.07
11.81

42.95
48.68

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】
・体育の時間に、毎回補強運動を行うことで、基礎的な運動能力の向上につな
がってきている。今後も継続して実施していきたい。
・非常に狭いグラウンドに対し、比較的多い生徒数であるにもかかわらず、生
徒たちは工夫し、また意識しながら体育活動を行うことで、よい結果を得る
ことができた。
・体力テストでは、男子では長座体前屈、女子では、握力、ハンドボール投げで
全国平均を下回っているので、保健体育の時間を中心に改善をはかっていき
たい。

【国公立】　阿倍野 (６)、生野 (16)、生野工業、和泉、市岡、今宮工科、桜和 (４)、大阪教育センター附属、大阪ビジネスフロンティア(14)、大手前
(15)、北野 (５)、大阪教育大附属天王寺、久米田、工芸、高津 (15)、港南造形、咲くやこの花 (３)、桜宮 (３)、四條畷、清水谷 (19)、水都国際 (３)、
住吉 (10)、成城 (４)、千里、大正白稜、たまがわ高等支援、中央、天王寺 (20)、農芸 (３)、花園 (５)、汎愛 (４)、阪南、東住吉 (５)、東住吉総合、布
施 (14)、布施北、布施工科、港 (５)、箕面、三国丘(３)、都島工業 (５)、桃谷、八尾、八尾翠翔、山本、夕陽丘(23)、和歌山県立串本古座
【私立】　青森山田、飛鳥未来、あべの翔学 (３)、ＥＣＣコンピュータ専門学校、上宮 (13)、英風高等学校、NHK学園、追手門学院大手前 (３)、
大阪 (４)、大阪偕星学園 (５)、大阪学院大学 (３)、大阪学芸 (９)、大阪薫英女学院、大阪産業大学附属、大阪商業大学 (７)、大阪商業大学堺、
大阪女学院 (４)、大阪成蹊女子 (３)、大阪体育大学浪商 (６)、大阪つくば開成 (３)、大阪桐蔭、大阪美容専門学校、大阪 YMCA 国際専門学
校、大阪夕陽丘学園 (21)、大阪立命館【初芝立命館】(４)、大阪緑涼、おおぞら、大谷、角川ドワンゴ学園Ｎ、関西大学第一 (３)、関西大学北陽、
関西福祉科学大学、近畿大学附属 (14)、金蘭会、クラーク、建国、賢明学院、香里ヌヴェール (３)、興國 (33)、金光藤蔭、金光八尾、堺リベラル、
四條畷学園、四天王寺 (３)、四天王寺東、常翔学園 (４)、常翔啓光学園、城南学園、昇陽、清風 (６)、清風南海、清明学院、ゼロ高等学院、大商学
園、天理、東海大学付属大阪仰星 (４)、同志社香里、同志社国際、東朋高等専修学校、浪速 (７)、奈良大学附属、西大和学園、日本航空、梅花、
初芝橋本、阪南大学 (３)、東大阪大学敬愛、プール学院 (７)、豊翔高等学院、三重、明浄学院 (４)、明星 (７)、桃山学院 (14)、八洲学園、立命館、
ルネサンス大阪 (３)、YMCA 学院 (４)

平均正答率 国語 数学
学　　校 65 68

○令和７年度の校内調査の「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する生徒の割合を85%
以上にする。　　　　　　　　

○毎年度末の校内調査において、不登校生徒の在籍比率を、毎年前年度より減少させる。
○令和７年度の校内調査の「学校のきまり・規則を守っていますか」の項目について、肯定的に回答する生徒の割合を現状維持に努める。　　　　　　　　
○令和７年度の校内調査の「大地震などが起こったときに、どのように行動するか考えている。」の項目について、肯定的に回答する生徒の割合を80%以上にする。
○令和７年度の校内調査の「スマホの危険性を理解し、適切な使い方ができている」の項目について、肯定的な回答の割合を80％以上にする。
○令和７年度の校内調査の「自分にはよいところがあると思いますか」の項目について、肯定的に回答する生徒の割合を、80%以上にする。　　　　　　　
○令和７年度の校内調査の「清掃活動は積極的に取り組んでいる」の項目について、肯定的な回答の割合を90%以上にする。　　
○令和７年度の校内調査の「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について、肯定的に回答する生徒の割合を前年度より増加させる。
○令和７年度の校内調査の「誰もが安全・安心に取り組むことができ、感動・感激する学校行事がある」の項目について、肯定的な回答の割合を90%以上にする。
○令和7年度、学期に1回は、特別支援教育に関する研修を実施し、事後のアンケートで「特別支援教育に関する知識が増え、今後の自身の教育活動により良
い影響を与えたいと思う」の項目について、肯定的な回答の割合を75%以上にする。

○令和７年度の校内調査の「学校の友達との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」の項目について、最も肯定的
に回答する生徒の割合を58%以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○令和７年度の大阪市英語力調査におけるＣＥＦＲ Ａ１レベル相当以上の英語力を有する中学3年生の割合（4技能）を、70%以上にする。
○令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の体力合計点の対全国比を男女ともに前年度より1ポイント向上させる。
○令和７年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは好きですか」の項目について、肯定的に答える
生徒の割合を前年度以上にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○規則正しい生活を身に付けている生徒の割合（全国学力・学習状況調査の「朝食を毎日食べていますか」、「毎日、同じくらいの時刻に起きていますか」それぞ
れに対して、肯定的な回答をする生徒の割合の平均）を、令和７年度調査において、90%以上にする。

○令和７年度の全国学力・学習状況調査の「１、２年生のときに受けた授業で、コンピュータなどのICT機器をどの程度使用しましたか」の項目について、「ほぼ
毎日」と答える児童生徒の割合を、20％にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○授業日において、生徒の8割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の50%以上にする。（学校行事等ICT活用が適さない日数を除く）
○令和７年度の校内調査の「学習者用端末などのICT機器を活用することにより、学習に対する興味・関心が高まった」の項目について、肯定的な回答する生
徒の割合を、85％以上にする。

○令和７年度の毎月の「教員の一人当たり平均時間外勤務時間」を令和6年12月の「45時間7分」よりも減少させる。
○令和７年度の学校図書館の１日の平均来館者数（授業を除く）を昨年度より増加させる。
○令和７年度の校内調査の「学校の内外を含め、地域の方と共に行事に参加している。」の肯定的な回答する生徒の割合を、52％以上にする。
○令和7年度末に年次有給休暇を10日以上取得する教職員の割合を90%にする。

3332 天王寺区学校案内 中学校紹介


